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2018年（平成30年）7月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（１）

最高現勢を更新中
６月１日現在の組織人員は

12,414名。

「13,000人の組合」まで

あと586人です。

引き続き組織拡大にご協力

よろしくお願いします。

全全建建愛愛知知 第第4466回回定定期期大大会会

更更ななるる前前進進をを 今今ここそそ団団結結ののとときき
全
建
愛
知
は
平
成
三
十
年
六
月
十
七
日
（
日
）
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）
で
全
建
愛
知
第
四
十
六
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
部
役
員
五
十
一
名
、
代
議
員
百
五
十
二
名
（
内
委
任
一
名
）
、
組
合
員
参
加
三
十
六
名
、

主
婦
の
会
参
加
四
十
二
名
、
顧
問
二
名
、
来
賓
四
十
名
、
書
記
局
員
二
十
四
名
の
総
勢
三
百
四
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

交交
流流
をを
図図
りり
明
る
い
組
合
に

運動方針実現に向け団結ガンバロウ

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
『
め

ざ
せ
一
万
三
千
人
！
組
合
員
の

団
結
と
融
和
で
組
織
拡
大
運
動

を
成
功
さ
せ
、
仕
事
と
暮
ら

し
、
建
設
国
保
を
守
ろ
う
』
を

掲
げ
、
本
会
議
と
分
科
会
で
討

論
を
す
す
め
ま
し
た
。
社
会
保

険
加
入
促
進
・
法
定
福
利
確

保
、
組
織
拡
大
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
処

遇
改
善
・
担
い
手
確
保
を
重
点

項
目
と
し
た
第
四
十
六
期
の
運

動
方
針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
諸
役
員

◇
本
会
議
議
長

奥
村

衛
さ
ん

（
木
曽
川
支
部
）

伊
藤

勝
彦
さ
ん

（
碧
海
支
部
）

◇
議
事
運
営
委
員

佐
藤

翼
さ
ん

（
緑
支
部
）

向
井

稔
さ
ん

（
東
支
部
）

伊
藤

哲
男
さ
ん

（
長
久
手
支
部
）

◇
資
格
審
査
委
員

澤
木

伸
次
さ
ん

（
中
村
支
部
）

石
田

利
夫
さ
ん

（
尾
北
支
部
）

植
田

昭
次
さ
ん

（
岡
崎
支
部
）

◇
第
一
分
科
会
議
長

〈
社
保
・
労
働
〉

小
西

正
勝
さ
ん

（
中
支
部
）

河
野

弘
貴
さ
ん

（
東
海
支
部
）

◇
第
二
分
科
会
議
長

〈
賃
金
・
住
宅
・
技
術
〉

足
立

勉
さ
ん

（
小
牧
支
部
）

丹
羽

則
文
さ
ん

（
千
種
支
部
）

◇
第
三
分
科
会
議
長

〈
共
済
・
組
織
・
教
宣
〉

三
浦

雅
彦
さ
ん

（
津
島
支
部
）

岡
本

良
行
さ
ん

（
港
支
部
）

◇
第
四
分
科
会
議
長

〈
税
金
・
財
政
〉

加
藤

正
さ
ん

（
中
川
熱
田
支
部
）

後
藤

啓
二
さ
ん

（
海
部
支
部
）

※
詳
細
等
は
、
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
頃
は
組
合
活
動
に
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
期
は
組
合
結
成
四
十
五
周

年
を
経
て
、
全
建
総
連
主
催
の

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
の
地

元
開
催
や
、
名
古
屋
城
天
守
閣

木
造
復
元
へ
の
地
元
職
人
雇
用

要
請
な
ど
、
例
年
と
は
違
っ
た

行
動
も
展
開
し
ま
し
た
。
組
織

人
員
も
最
高
現
勢
を
更
新
中

で
、
拡
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

掲
げ
て
き
た
「
め
ざ
せ
!
一
万

三
千
人
の
組
合
」
ま
で
、
あ
と

一
歩
の
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
す
べ
て
の
仲
間
の
皆
さ
ん

が
一
丸
と
な
っ
て
組
織
拡
大
運

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で

あ
る
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は

現
場
の
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
る

中
、
今
年
か
ら
職
人
の
人
材
育

成
と
経
験
に
応
じ
た
処
遇
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
の
一
助
と
し
て
、「
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
の
登

録
が
ス
タ
ー
ト
し
、
組
合
で
も

登
録
窓
口
設
置
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
建

設
職
人
の
地
位
の
向
上
と
公
契

約
条
例
制
定
運
動
と
合
わ
せ
た

賃
金
確
保
に
発
展
す
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

社
会
保
障
の
環
境
で
は
、
今

年
の
四
月
か
ら
、
市
町
村
国
保

の
財
政
運
営
が
都
道
府
県
単
位

に
統
合
さ
れ
て
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
に
よ
っ
て
は
保
険
料

が
最
終
的
に
は
一
割
以
上
ア
ッ

プ
さ
れ
る
算
定
も
出
て
お
り
、

他
の
建
設
国
保
の
中
に
も
大
幅

な
保
険
料
値
上
げ
を
強
い
ら
れ

て
い
る
組
合
も
あ
る
中
、
幸
い

に
し
て
私
た
ち
の
組
合
は
、
積

立
金
の
取
り
崩
し
や
若
手
組
合

員
の
増
加
に
支
え
ら
れ
て
、
今

の
と
こ
ろ
値
上
げ
せ
ず
に
踏
み

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
一
部
の
医
療
保
険
証
を
載

せ
る
国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
公

表
さ
れ
、
我
々
の
建
設
国
保
が

医
療
保
険
一
元
化
へ
の
波
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
運
動
の
強
化
を
継
続
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
す
で
に

来
年
度
の
補
助
金
予
算
確
保
に

向
け
た
運
動
は
、
夏
の
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
や
地
元
国
会
議
員
へ

の
要
請
行
動
な
ど
が
予
定
さ

れ
、
七
月
五
日
に
は
千
種
支
部

の
皆
さ
ん
と
共
に
東
京
で
の
中

央
行
動
に
も
参
加
し
ま
す
。

予
定
さ
れ
る
消
費
増
税
の
時

期
が
迫
る
中
、
最
後
ま
で
反
対

の
意
思
を
表
明
し
つ
つ
、
施
行

さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
仕
事

の
駆
け
込
み
需
要
の
対
策
と
、

そ
の
あ
と
の
落
ち
込
み
や
、
空

き
家
の
増
加
に
伴
う
景
気
の
減

速
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

備
え
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
各
種
活
動
や
行

事
を
通
し
て
、
仲
間
の
交
流
と

団
結
を
図
り
明
る
い
組
合
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

め
ざ
せ
!一

万
三
千
人
の
組
合

おおさわ さとる

執行委員長 大澤 悟

全
建
愛
知

元
執
行
委
員
長

訃
報
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
は
３
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

宮
嶋
重
雄
さ
ん
ご
逝
去



予予
約約
不不
要要

要要
予予
約約

①①
②②
以以
外外
でで

受受
診診
すす
るる
場場
合合

（２）2018年（平成30年）７月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
六
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
積
極

的
に
健
康
診
断
を
お
受
け
く
だ

さ
い
。

健健
康康
診診
断断
のの
受受
診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て
「
中

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
本
人

と
二
十
歳
以
上
の
家
族
被
保
険

者
」
に
限
り
ま
す
。

但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
希
望
す
る
場

合
は
、
実
費
負
担
で
受
診
い
た

だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

及
び
組
合
員
外
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
市
町
村
・
協
会
け
ん

ぽ
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る

必
須
項
目
も
含
ま
れ
た
健
診
項

目
を
実
費
負
担
な
し
で
受
診
で

き
ま
す
。

健健
診診
項項
目目

右右
下下
のの
健健
診診
項項
目目
一一
覧覧
をを
ごご

確確
認認
くく
だだ
ささ
いい
。。

適適
用用
除除
外外
のの

従従
業業
員員
にに
つつ
いい
てて

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
中
建
国
保

は
、
特
定
健
診
の
結
果
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
協
力
費
と
し
て
上
限
一
万

五
百
円
を
支
払
い
ま
す
。
ま

た
、
集
団
健
診
や
契
約
健
診
機

関
健
診
の
利
用
も
可
能
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は

五
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

人
事
業
所
で
健
保
適
用
除
外
手

続
き
を
し
て
い
る
事
業
所

健健
診診
方方
法法

①①
集集
団団
健健
康康
診診
断断

１
面
及
び
上
段
の
集
団
健
康

診
断
日
程
表
よ
り
、
所
属
支
部

に
関
わ
ら
ず
、ど
こ
の
健
診
会
場

で
も
受
診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
会
場
に
よ
っ
て
は
、
た
い
へ

ん
混
雑
す
る
た
め
、
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

②②
契契
約約
健健
診診
機機
関関

下
表
「
②
契
約
健
診
機
関
一

覧
表
」
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択

し
、
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
二

週
間
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

へ
「
中
建
国
保
の
保
険
証
」
を
呈

示
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
受
診
で
き
ま
す
。

③③
個個
人人
健健
診診

「
①
集
団
健
康
診
断
」
・
「
②

契
約
健
診
機
関
」
以
外
で
受
診

し
た
場
合
、
中
建
国
保
の
規
定

の
条
件
（
受
診
者
資
格
・
健
診

項
目
）
を
満
た
し
て
い
な
い
と

補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
受
診
方
法
な
ど
を

ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
必

ず
健
診
を
受
け
る
前
に
組
合
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

補補
助助
金金
額額

基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
し
た
場
合
、
上
限

一
万
五
百
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注注
意意
事事
項項

※
食
事
は
前
日
の
午
後
九
時
ま

で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ
き
、

当
日
、
健
診
終
了
ま
で
、
水

以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く
だ

さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・
ガ

ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値
に

影
響
を
与
え
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加
は

可
能
で
す
が
、
オ
プ
シ
ョ
ン

部
分
は
自
己
負
担
、
当
日
払

い
に
な
り
ま
す
。

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

な
り
ま
す
。

①集団健康診断日程表（受付時間９：30~11 : 30）

早早
期期
発発
見見
、、早早
期期
治治
療療
のの
たた
めめ
にに

健健
康康
診診
断断
をを
受受
けけ
よよ
うう※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「中建国保の保険証」をご持参ください。また、事前予約の必要はございません。

※受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。駐車場の台数に限りがありますので、乗り合わせや、

公共交通機関をご利用ください。所属支部に関わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。

※会場等の都合により変更となる場合もあります。今月号以降のキャロット、HP をご確認の上ご利用ください。

※平成30年度の集団健康診断は以上になります。

②契約健診機関一覧表 【年度内随時】

健健診診項項目目一一覧覧

【基本健診項目】
■問診

自覚症状・既往歴・生活習慣

■理学的検査

視診・触診・打診・聴診

■身体測定

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲

■血圧測定

■血液検査

血小板・ＭＣＶ・ＭＣＨ・ＭＣＨＣ・中性脂肪・

ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロール・

ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ―ＧＴＰ・ＨｂＡ１Ｃ

■尿検査

尿潜血・ウロビリノーゲン・尿糖・尿たんぱく

【労働安全衛生法の追加項目】
・胸部直接レントゲン撮影

・視力・聴力・心電図

・血液検査（ＲＢＣ・Ｈｂ・Ｈｔ）

【がん検診】
大腸がん検診（２日法）

※左表★印の契約健診機関と集団健診での健診項目に

「尿酸」と「空腹時血糖」が追加されました。

※受診希望日の２週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンデータやフィルムを組合までご提出ください。

予約受付時間

月～金曜日8：50～17 : 00

土曜日8：50～12：00

月～金曜日
9：00～16 : 30

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）9：00～13 : 00

火～土曜日
9：00～17 : 00

月～金曜日9：00～11 : 30
担当：中村

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 30

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 00

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日9：00～11 : 00

月～金曜日
9：00～17 : 00

月～金曜日9：00～17 : 30
土曜日9：00～12 : 30

月～金曜日10：00～17 : 00
土曜日10：00～14 : 00

月～金曜日8：30～17 : 30
土曜日8：30～12 : 30

火～土曜日
8：30～16 : 00

月～土曜日
8：30～17 : 00

月～金曜日8：00～18 : 00
土曜日8：00～17 : 00

月～水・金曜日8：30～12：00 16：00～19：00
木・土曜日8：30～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～水・金・土曜日
9：00～17：00

電話番号

052-821-0090

052-741-9211

0533-59-7171

0566-75-7515

052-486-6875

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217
0567 - 28 - 5151

（内線3111）

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

0586-73-8818

050-3541-2267

0566-41-6548

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１
名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F

名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137
名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

一宮市松降通７-22

名古屋市中区栄２-10-19

碧南市新川町３-88

契約健診機関名

★名古屋セントラルクリニック

★国際セントラルクリニック

★大名古屋ビルセントラルクリニック

★和合セントラルクリニック

★オリエンタル労働衛生協会

★オリエンタル蒲郡健診センター

★三河安城クリニック

★ライフ健康クリニック

★瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKCウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター

健 診 業 者

セントラルクリニック

セントラルクリニック

三河安城クリニック

瀬戸健康管理センター

ライフ健康クリニック

瀬戸健康管理センター

三河安城クリニック

セントラルクリニック

ライフ健康クリニック

セントラルクリニック

ライフ健康クリニック

オリエンタル労働衛生協会

三河安城クリニック

瀬戸健康管理センター

オリエンタル労働衛生協会

三河安城クリニック

ライフ健康クリニック

瀬戸健康管理センター

ライフ健康クリニック

三河安城クリニック

ライフ健康クリニック

ライフ健康クリニック

瀬戸健康管理センター

ライフ健康クリニック

三河安城クリニック

所 在 地

名古屋市南区千竈通7-16-1

名古屋市港区九番町4-1-10

豊田市東山町2-1-1

名古屋市緑区青山2-15

あま市甚目寺二伴田65

名古屋市名東区上社2-50

豊橋市草間町字東山143-6

名古屋市南区千竈通7-16-1

春日井市宮町3-8-2

小牧市下小針中島2-130

一宮市木曽川町門間字沼間35

名古屋市港区九番町4-1-10

西尾市平坂町山崎9-1

瀬戸市共栄通1-48

江南市草井町西200

岡崎市竜美南1-2

名古屋市北区名城1-3-35

尾張旭市渋川町3-5-7

春日井市中央台2-2-1

北名古屋市熊之庄大畔48

日進市折戸町笠寺山62-3

名古屋市港区九番町4-1-10

瀬戸市共栄通1-48

名古屋市中村区佐古前町5-4

北名古屋市熊之庄大畔48

会 場 名

名古屋セントラルクリニック

全建愛知会館

高橋コミュニティセンター

緑区役所

甚目寺公民館

名東区役所

アイプラザ豊橋

名古屋セントラルクリニック

春日井市西部ふれあいセンター

小牧市北里市民センター

一宮市木曽川体育館

全建愛知会館

西尾勤労会館

瀬戸健康管理センター

すいとぴあ江南

岡崎商工会議所

愛知県スポーツ会館

渋川福祉センター

春日井市東部市民センター

北名古屋市総合福祉センターもえの丘

日進市民会館

全建愛知会館

瀬戸健康管理センター

笈瀬中学校

北名古屋市総合福祉センターもえの丘

曜

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

１

８

22

29

５

19

26

２

９

14

28

11

月

７

８

９

10

11
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2018年（平成30年）7月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（３）

東
海
地
協
説
明
会
を
開
催

五
月
三
十
一
日
（
火
）
全
建

愛
知
会
館
に
て
、
「
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
・
東
海

地
協
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
建
愛
知
の
役
職
員
十
一
名
、

東
海
地
協
（
岐
阜
・
静
岡
・
三

重
・
愛
知
建
築
）
か
ら
十
五
名

の
他
、
中
建
労
二
名
の
計
二
十

八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

建
設
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、

全
建
総
連
／
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
対
策
室
長
の
松
岡
守

雄
氏
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
意
義

や
内
容
・
進
捗
状
況
に
つ
い
て

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
若
い
入

職
者
が
減
り
、
建
設
業
界
全
体

が
先
細
り
し
て
い
く
中
、
経
験

や
技
能
が
統
一
的
・
客
観
的
に

判
定
・
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
秋
の
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

を
見
据
え
、
全
建
愛
知
で
も
八

月
を
目
途
に
登
録
窓
口
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
場
で

働
く
皆
さ
ん
全
員
が
登
録
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
た
し
ま

す
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

処
遇
改
善
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に

1100年年にに渡渡りり組組合合のの先先頭頭にに立立っってて活活躍躍

大きな足跡を残した宮嶋さん

全
建
愛
知
第
四
代
執
行
委
員
長
を
務

め
た
宮
嶋
重
雄
さ
ん
が
、
平
成
三
十
年

五
月
七
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享

年
八
十
六
歳
）
。

宮
嶋
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
七
月

に
全
建
愛
知
執
行
委
員
に
就
任
後
、
副

執
行
委
員
長
（
平
成
三
年
六
月
～
平
成

五
年
六
月
・
一
期
二
年
）
、
執
行
委
員

長
（
平
成
五
年
六
月
～
平
成
十
五
年
五

月
・
五
期
十
年
）
を
歴
任
。
ま
た
、
全

建
総
連
の
副
中
央
執
行
委
員
長
（
平
成

十
一
年
十
月
～
平
成
十
三
年
十
月
・
二

期
二
年
）
、
中
建
国
保
の
副
理
事
長
（
平

成
九
年
八
月
～
平
成
十
五
年
八
月
・
二

期
六
年
）
と
し
て
も
活
躍
し
、
全
建
愛

知
の
み
な
ら
ず
全
建
総
連
・
中
建
国
保

の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

全建総連／松岡CCUS対策室長

今
秋
運
用
を
開
始
予
定

東海地協の役職員28名が受講

建設キャリアアップシステムとは
Construction Career Up System

技能者の就業履歴や保有資格など

を業界統一のルールでシステムに蓄

積し、技能者の評価の適正化や処理

の改善を図る事を目的とする制度

で、今秋からの本格稼働に向け準備

が進められています。

技能者がこのシステムを利用するには運営主体である

「（一財）建設業振興基金」へ登録申請し、ＩＣカード

の交付を受ける必要があります。登録方法は①郵送、②

インターネット、③窓口の３種類になります。登録料

は、インターネット申請が2,500円、郵送・窓口申請が

3,500円となっています。カードの有効期限は10年です。

インターネット申請が６月13日より始まりました。

申請手続きをはじめ制度の詳細や最新情報については

「（一財）建設業振興基金」のホームページでご確認く

ださい。

25周年は開業したばかりのナゴヤ
ドームで開催（1997年）

第31回定期大会にて勇退（2003年）

五
月
二
十
七
日
（
日
）
全
建

愛
知
会
館
に
て
、
参
加
者
三
十

六
名
の
も
と
「
全
建
愛
知
青
年

部
第
四
十
六
期
定
期
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
伊
藤
幹
事
に
よ
る
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
岩
嵜
幹
事

が
議
長
と
し
て
任
命
さ
れ
総
会

が
始
ま
る
と
、
加
藤
青
年
部
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
近
藤
副
執
行
委
員
長
か

ら
「
全
建
総
連
傘
下
の
組
合
で

平
均
年
齢
の
一
番
若
い
組
合
に

な
る
。
若
い
力
を
結
集
し
組
合

活
動
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
、
杉
浦
組
織
部

長
か
ら
は
「
青
年
部
長
時
代
は

一
度
も
行
事
を
欠
席
し
た
こ
と

が
な
い
。
そ
れ
く
ら
い
青
年
部

活
動
が
楽
し
か
っ
た
。
現
在
の

青
年
部
幹
事
の
方
々
を
羨
ま
し

く
思
い
ま
す
。
青
年
部
幹
事
時

代
に
、
学
習
会
を
通
じ
て
、
健

康
保
険
や
労
災
保
険
の
メ
リ
ッ

ト
を
学
び
、
活
動
家
と
し
て
の

知
識
・
意
識
を
身
に
付
け
て
く

だ
さ
い
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
に
東
海
地
協
の

仲
間
か
ら
の
祝
電
披
露
が
あ

り
、
第
四
十
五
期
の
経
過
報
告

及
び
決
算
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
第
四
十
六
期
の
活

動
方
針
案
提
案
、
予
算
案
確
認

が
行
わ
れ
、
拍
手
に
よ
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
廣
石
幹
事
に
よ
る

閉
会
挨
拶
が
あ
り
総
会
が
終
了

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
浦
副

青
年
部
長
に
よ
る
恒
例
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
場
所
を
移

し
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
部
青
年
部
幹
事
と
支
部

役
員
と
の
間
で
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
よ
り
一
層
結
束

力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

「
も
し
も
…
」
の
視
点
で
対
策
を

安
全
週
間
は
、
一
九
二
八

年
の
開
始
以
来
、
「
人
命
尊

重
」
と
い
う
基
本
理
念
の

下
、
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
労
使
を
は
じ
め
関
係
者

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、

労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
な

お
一
年
間
に
千
人
近
い
人
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
労
働
災
害
の
減
少

率
鈍
化
の
背
景
と
し
て
、
次
の

二
つ
の
要
因
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
点
目
は
「
労

働
災
害
が
多
発
し
た
時
代
を
経

験
し
、
防
災
の
知
識
や
経
験
が

豊
富
な
世
代
の
退
職
」
。
も
う

一
点
が
「
長
期
的
に
災
害
が
減

少
し
た
た
め
、
労
働
災
害
の
な

い
現
場
環
境
に
慣
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
」
。
こ
う
し
た
環
境
下

で
は
、
あ
る
種
の
大
き
な
油
断

が
、
使
用
者
は
じ
め
労
働
者
に

も
生
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。
災

害
発
生
リ
ス
ク
の
過
小
評
価

は
、
危
険
の
芽
を
摘
み
取
る

せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し

て
し
ま
い
ま
す
。

「
関
係
者
全
員
が
『
も
し
も
』

の
視
点
を
持
っ
て
労
働
災
害
防

止
を
進
め
て
い
く
こ
と
」
。
先

手
先
手
の
安
全
対
策
を
行
う
こ

と
で
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
な

り
ま
す
。
「
Ｋ
Ｙ
（
危
険
予
知
）

活
動
」
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
な
ど
に
「
も
し
も
」
の
視

点
を
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
く
だ
さ

い
。全

国
安
全
週
間
を
契
機
に
、

も
う
一
度
、
労
働
災
害
防
止
対

策
の
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

青年部
平平
成成
３３００
年年
度度
全全
国国
安安
全全
週週
間間

「
新
た
な
視
点
で
見
つ
め
る
職
場

創
意
と
工
夫
で
安
全
管
理

惜
し
ま
ぬ
努
力
で
築
く
ゼ
ロ
災
」

第
４６
期
定
期
総
会

結
束
を
固
め
新
た
な
一
歩

平平
成成
３３００
年年
７７
月月
１１
日日
～～
７７
日日

加藤青年部長の挨拶

団結ガンバロウ
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緑
支
部
恒
例
海
上
釣
堀
大
会

を
五
月
十
九
日
（
土
）
に
、
三

重
県
紀
伊
長
島
、
網
元
釣
り
堀

『
正
徳
丸
』
に
て
行
い
ま
し

た
。
受
付
直
前
ま
で
雨
と
風
が

強
く
吹
き
付
け
る
最
悪
の
コ
ン

デ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
釣
座
を

決
め
る
頃
に
は
、
天
候
も
回
復

し
暑
い
く
ら
い
で
す
。

参
加
者
十
名
で
八
時
ス
タ
ー

ト
、
十
四
時
終
了
の
匹
数
勝
負

で
す
。

モ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
で
、
魚

の
活
性
が
高
く
連
発
で
釣
れ
る

の
も
、
釣
り
堀
な
ら
で
は
の
醍

醐
味
で
す
。
今
回
初
参
加
の
黒

川
さ
ん
が
マ
ダ
イ
を
釣
り

「
ニ
ッ
コ
リ
」
。
続
い
て
常
連

組
の
甲
斐
さ
ん
も
カ
ン
パ
チ
を

釣
り
上
げ
「
ニ
ッ
コ
リ
」
。
ま

た
ま
た
常
連
組
の
吉
田
さ
ん
、

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
狙
い
で
マ
ダ
イ

を
追
加
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
一
位
十
五
匹
、
二
位

十
四
匹
、
三
位
十
三
匹
と
接
戦

で
し
た
。
天
候
も
良
く
釣
果
に

満
足
な
大
会
で
し
た
。

【
下
平
敏
一
通
信
員
】

五
月
二
十
日
（
日
）
、

瑞
穂
支
部
で
は
健
康
体

力
づ
く
り
の
た
め
、
上

高
地
散
策
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り

少
し
早
い
朝
七
時
三
十

分
に
出
発
し
、
高
速
を

降
り
、
平
湯
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
飛
騨
牛
の
昼
食
を
食

べ
ま
し
た
。

そ
し
て
安
房
ト
ン
ネ
ル
を
超

え
る
と
、
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
大
正

池
に
到
着
。
こ
こ
で
バ
ス
を
降

り
、
早
速
景
色
の
美
し
さ
、
水

の
き
れ
い
さ
に
感
動
し
、
焼
岳

を
バ
ッ
ク
に
み
な
さ
ん
記
念
撮

影
を
し
て
い
ま
し
た
。
さ
わ
や

か
な
林
の
中
を
、
き
ち
ん
と
整

備
さ
れ
て
い
る
自
然
研
究
路
を

通
り
田
代
池
へ
。
田
代
橋
を

渡
っ
て
梓
川
右
岸
コ
ー
ス
へ
。

そ
し
て
一
時
間
ほ
ど
で
上
高

地
の
シ
ン
ボ
ル
河
童
橋
に
到

着
。
穂
高
連
峰
の
す
ば
ら
し
い

景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
や
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を

食
べ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
過

ご
し
ま
し
た
。
上
高
地
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
帰
る
時
に

は
、
お
猿
の
集
団
が
見
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

少
し
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
り
ま

し
た
。
【
服
部
信
治
通
信
員
】

――春春のの支支部部レレクク
大大特特集集――

瑞
穂
支
部
／
上
高
地
散
策

緑
支
部
／
海
上
釣
堀
大
会

天
気
も
回
復
、釣
果
も
良
好

雄雄
大大
なな
自自
然然
にに
感感
動動

初参加の黒川さん河童橋からの絶景

梅
雨
入
り
間
近
の
六
月
三

日
、
岡
崎
支
部
四
十
六
名
は
南

信
州
の
不
動
温
泉
花
菱
に
て
囲

炉
裏
会
席
、
三
和
農
園
観
光
に

て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
パ
イ
作
り
体

験
、
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
、
不
動
温
泉

花
菱
に
到
着
し
て
す
ぐ
五
平
餅

づ
く
り
を
体
験
し
、
各
自
様
々

な
形
の
マ
イ
五
平
餅
を
手
に
囲

炉
裏
の
前
に
座
る
と
、
テ
ー
ブ

ル
い
っ
ぱ
い
の
料
理
！
馬
刺
し

を
は
じ
め
、
し
し
鍋
や
鯉
の
甘

露
煮
、
炊
き
込
み
ご
は
ん
、
更
に

は
ヤ
マ
メ
や
山
鳥
の
つ
く
ね
、

季
節
の
野
菜
、
五
平
餅
を
お
店

の
方
が
熟
練
の
手
さ
ば
き
で
焼

い
て
下
さ
り
、
熱
々
を
頂
き
ま

し
た
。
五
平
餅
が
焼
き
あ
が
る

こ
ろ
に
は
お
腹
い
っ
ぱ
い
で
み

な
さ
ん
お
土
産
に
持
ち
帰
り
！

食
事
の
後
は
温
泉
に
入
り

さ
っ
ぱ
り
し
、
次
の
目
的
地
、

三
和
農
園
観
光
に
て
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
パ
イ
作
り
。
パ
イ
生
地
を

各
自
で
切
っ
て
、
パ
イ
生
地
・

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
パ
イ
生
地
と

の
せ
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
こ

は
性
格
が
出
る
と
こ
ろ
で
出
来

上
が
り
は
十
人
十
色
。
焼
い
て

い
る
間
に
氷
温
貯
蔵
さ
れ
鮮
度

を
保
た
れ
た
リ
ン
ゴ
の
試
食
や

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
も
で

き
ま
し
た
。
焼
き
あ
が
っ
た
パ

イ
は
持
ち
帰
り
が
基
本
で
す

が
、
食
べ
た
い
方
は
紅
茶
と
一

緒
に
焼
き
立
て
を
食
べ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
食
べ
た
方
か
ら

は
「
お
い
し
い
！
」
の
声
と
笑

顔
。そ

し
て
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
中

の
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
に
立
ち
寄
り
、
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
集
合
時

間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
！バ

ス
を
降
り
る
際
に
は
「
楽

し
か
っ
た
ね
、
次
回
も
楽
し
み

で
す
ね
」
と
挨
拶
を
交
わ
し
、

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
お
腹
い
っ

ぱ
い
お
土
産
い
っ
ぱ
い
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

【
佐
々
木
悦
子
通
信
員
】

岡
崎
支
部
／
不
動
温
泉
囲
炉
裏
宴
会
・

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
パ
イ
作
り

美美
味味
しし
いい
もも
のの
でで
おお
腹腹
いい
っっ
ぱぱ
いい

甲斐さんも負けずにさわやかな林道を散策

五
月
二
十
日
（
日
）
、
さ
わ

や
か
な
五
月
晴
れ
の
中
、
バ
ス

二
台
で
出
発
し
ま
し
た
。

最
初
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ

は
、
井
筒
八
ツ
橋
本
舗
。
試
食

を
楽
し
み
な
が
ら
、
友
人
や
家

族
へ
の
お
み
や
げ
を
た
く
さ
ん

お
買
い
物
し
ま
し
た
。

次
に
、
昼
食
会
場
の
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
到
着
。
ホ

テ
ル
の
ラ
ン
チ
と
い
う
事
で
期

待
通
り
の
豪
華
で
お
い
し
い
お

料
理
ば
か
り
で
し
た
。

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
後

は
、
メ
イ
ン
の
映
画
村
で
二
時

間
の
散
策
。
時
代
劇
の
オ
ー
プ

ン
セ
ッ
ト
や
忍
者
屋
敷
を
見
学

し
ま
し
た
。
中
村
座
で
は
、
が

ま
の
油
売
り
の
大
道
芸
を
上

演
。
お
客
さ
ん
の
中
か
ら
四
歳

の
男
の
子
が
選
ば
れ
、
そ
の
子

の
腕
を
試
し
斬
り
…
。
ス
リ
ル

あ
り
、
笑
い
あ
り
の
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
爪
楊
枝
を
く
わ

え
、
輪
ゴ
ム
の
口
移
し
ゲ
ー
ム

等
大
爆
笑
の
中
、
無
事
帰
路

へ
。
「
楽
し
か
っ
た
ね
」
と
皆

さ
ん
笑
顔
で
し
た
。

【
葛
谷
正
代
通
信
員
】

西
支
部
は
、
参
加
者
七
十
八

名
を
も
っ
て
五
月
二
十
七
日

（
日
）
に
「
春
レ
ク
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

道
中
、
福
井
県
小
浜
市
の
ホ

テ
ル
「
せ
く
み
屋
」
に
て
、
「
鰻

釜
飯
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
和

風
会
席
料
理
」
を
お
腹
一
杯
味

わ
い
、
時
間
の
余
裕
の
あ
る
人

は
、
ホ
テ
ル
が
用
意
を
し
て
く

れ
た
「
温
泉
を
楽
し
み
」
日
頃

の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

次
に
、
若
狭
町
の
天
徳
寺
境

内
に
位
置
す
る
「
瓜
割
の
滝
」

は
、
山
あ
い
の
岩
間
か
ら
湧
き

出
る
清
泉
で
、
一
年
を
通
じ
て

水
温
が
変
わ
ら
ず
、
夏
で
も
水

に
漬
け
て
置
い
た
瓜
が
割
れ
る

ほ
ど
の
冷
た
い
水
か
ら
、
そ
の

名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
そ
の
「
瓜
割
の
滝
」
周

辺
を
散
策
し
て
英
気
を
養
い
、

温
泉
に
入
ら
な
か
っ
た
人
達
も

爽
や
か
な
気
分
を
味
わ
い
ま
し

た
。
な
か
に
は
車
に
ポ
リ
タ
ン

ク
を
積
み
込
ん
で
来
て
、
滝
の

水
を
汲
ん
で
帰
る
人
達
も
大
勢

い
て
、
「
こ
の
水
で
ご
飯
を
炊

い
て
も
美
味
し
い
し
、
コ
ー

ヒ
ー
を
入
れ
て
も
美
味
し
く
出

来
上
が
る
よ
」
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
【
青
木
繁
通
信
員
】

西
支
部
／
若
狭
瓜
割
名
水
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

木
曽
川
支
部
／
京
都
太
秦
映
画
村
と

ホ
テ
ル
バ
イ
キ
ン
グ
の
旅

瓜瓜
がが
割割
れれ
るる
程程
のの
冷冷
たた
ささ

時
代
劇
の
世
界
を
楽
し
ん
だ

囲炉裏で焼きたての熱々を

美味しい鰻釜飯の会席 豪華なホテルバイキング

湧水の冷たさにびっくり さぁさぁお立ち会いパイ作りに和気あいあい

五
月
二
十
日
（
日
）
に
津
島
支

部
青
年
部
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
開
催

し
ま
し
た
。
木
曽
三
川
の
広
場

で
テ
ン
ト
を
広
げ
、
肉
や
野
菜

を
焼
く
準
備
を
し
な
が
ら
、
み

ん
な
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
気

も
良
く
て
風
も
少
し
あ
り
、
と

て
も
気
持
ち
良
か
っ
た
で
す
。

肉
も
焼
け
た
頃
に
み
ん
な
も

集
ま
り
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
て

Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
始
め
ま
し
た
。
三
浦

青
年
部
長
が
三
重
県
の
「
加
藤

牧
場
」
と
い
う
所
で
い
い
お
肉

を
買
っ
て
き
た
の
で
、
焼
け
た

瞬
間
に
無
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
取
り
合
い
で
す
。
食
っ
た

も
の
勝
ち
で
す
（
笑
）
。

今
回
は
青
年
部
主
催
で
す

が
、
ま
だ
四
十
歳
以
下
の
職
人

さ
ん
が
少
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

津
島
支
部
青
年
部
を
盛
り
立
て

て
い
こ
う
と
い
う
事
で
、
数
名

の
支
部
役
員
さ
ん
た
ち
に
も
来

て
も
ら
い
ま
し
た
。
津
島
支
部

青
年
部
は
こ
う
い
っ
た
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
の
で
、
是
非
、
四
十
歳
以

下
の
職
人
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
楽
し
い
仲

間
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

【
桐
山
直
也
通
信
員
】

五
月
晴
れ
の
五
月
二
十
七

日
、
参
加
者
四
十
五
名
を
乗
せ

「
も
く
も
く
フ
ァ
ー
ム
と
伊
賀

忍
者
屋
敷
」
の
旅
へ
と
バ
ス
は

出
発
し
た
。
流
れ
る
車
窓
の
向

こ
う
の
新
緑
が
眩
し
く
、
山
口

素
堂
の
句
「
目
に
青
葉
…
」
が

浮
か
ん
だ
。

も
く
も
く
フ
ァ
ー
ム
に
は
予

定
よ
り
早
く
到
着
し
、
折
よ
く

ミ
ニ
ブ
タ
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ

た
。
昼
食
は
一
時
間
半
の
ゆ
っ

た
り
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
。
夏

日
に
飲
む
地
ビ
ー
ル
は
最
高
！

フ
ァ
ー
ム
内
随
所
に
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
が
あ
り
、
快
適
に
買

い
物
や
散
策
を
楽
し
ん
だ
。

伊
賀
忍
者
屋
敷
で
は
、
忍
者

が
建
築
家
・
化
学
者
・
ア
ス
リ
ー

ト
な
ど
、
様
々
な
要
素
を
持
ち

合
わ
せ
た
集
団
と
い
う
認
識
を

新
た
に
し
た
。
建
物
や
史
料
の

見
学
を
通
し
、
現
代
に
生
き
る

我
々
に
も
活
か
せ
る
知
恵
が
沢

山
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

『
創
意
工
夫
』
を
求
め
ら
れ

る
建
築
工
事
関
係
者
に
相
応
し

い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ

た
と
思
う
。

【
宮
城
哲
也
通
信
員
】

尾
北
支
部
は
、
さ
く
ら

ん
ぼ
狩
り
と
馬
籠
宿
散

策
・
養
命
酒
工
場
へ
、
六

月
十
日
（
日
）
に
行
き
ま

し
た
。

あ
い
に
く
の
曇
り
空
。

し
か
し
馬
籠
宿
を
散
策
中

は
何
と
か
降
ら
れ
ず
、「
馬

籠
の
坂
道
っ
て
こ
ん
な
に

き
つ
か
っ
た
っ
け
」
て
言

い
な
が
ら
上
が
り
ま
し
た
。
お

昼
の
お
そ
ば
を
い
た
だ
く
為
移

動
し
、
そ
の
後
な
か
な
か
予
約

が
困
難
と
い
わ
れ
て
い
る
養
命

酒
工
場
へ
。
日
曜
日
の
為
、
工

場
は
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
酒
度
数
十
四
度
と
高
め

の
養
命
酒
を
試
飲
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
お
待
ち
か
ね
の
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
へ
。「
あ
れ
れ
、

手
の
届
く
範
囲
に
さ
く
ら
ん
ぼ

が
な
い
」
。
脚
立
に
乗
っ
た
人

か
ら
取
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
時

間
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
あ
っ
た

の
で
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
い
た
だ

く
事
が
出
来
ま
し
た
。

持
参
し
た
傘
を
一
度
も
開
く

事
な
く
、
暑
さ
も
な
く
、
あ
る

意
味
天
候
に
恵
ま
れ
た
？
旅
行

で
し
た
。【

江
口
順
子
通
信
員
】

尾
北
支
部
／
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
と

馬
籠
宿
散
策
・
養
命
酒
工
場

津
島
支
部
青
年
部
／
Ｂ
Ｂ
Ｑ
パ
ー
リ
ー

名
東
支
部
／
も
く
も
く
フ
ァ
ー
ム
と

伊
賀
忍
者
屋
敷

ま
る
で
『
サ
ル
カ
ニ
合
戦
』

取取
りり
合合
いい
、、食食
っっ
たた
もも
のの
勝勝
ちち

忍忍
者者
のの
生生
活活
かか
らら
多多
くく
をを
学学
ぶぶ

晴天の木曽三川にて愛敬たっぷりのミニブタショー散策しながら食べ歩き

お昼のそば御膳 いいお肉を用意しましたビールがすすむバイキング

五
月
二
十
四
日
（
木
）
、
中

区
御
園
座
タ
ワ
ー
一
階
に
あ
る

「
鰻
う

お
か
冨
士
」
に
て
、

中
村
支
部
主
婦
の
会
の
親
睦
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
や

か
な
五
月
晴
れ
の
空
の
下
、
十

四
名
の
参
加
者

が

集

い

ま

し

た
。階

上
の
御
園

座
の
華
や
ぎ
を

感
じ
な
が
ら
う

な
ぎ
が
焼
け
る

ま
で
の
間
、「
久

し
ぶ
り
」「
元
気

だ
っ
た
」「
今
日

は
あ
の
人
来
て

な
い
ね
」
等
、
語

ら
い
が
続
き
ま
し

た
。
お
楽
し
み
の

「
ひ
つ
ま
ぶ
し
」
が

テ
ー
ブ
ル
に
配
ら

れ
る
と
、「
た
く
さ

ん
入
っ
て
る
ね
」

「
食
べ
き
れ
る
か

な
？
」
と
う
れ
し

い
声
が
。
ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
の
食
事
中
も
、
会
話

が
弾
み
、
次
の
集
い
を
楽
し
み

に
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

お
な
か
も
心
も
満
た
さ
れ

て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
内
藤
美
佐
子
通
信
員
】

五
月
二
十
七
日
（
日
）
、
守
山

支
部
は
参
加
者
六
十
一
名
で

「
馬
籠
宿
散
策
・
牛
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題
と
さ
く
ら
ん

ぼ
狩
り
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
中
山
道
四
十
三

番
目
の
宿
場
・
馬
籠
宿
を
散

歩
。
文
豪
島
崎
藤
村
記
念
館
や

風
情
あ
る
家
並
み
が
続
く
石
畳

の
坂
道
を
く
だ
り
な
が
ら
、
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
な
世
界
を
満
喫
。

焼
き
た
て
の
煎
餅
や
団
子
形
の

五
平
餅
を
食
べ
歩
く
姿
も
み
ら

れ
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
牛
肉
の

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
た
ら
ふ
く
食

べ
た
後
は
、
飯
田
市
で
さ
く
ら

ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

国
内
最
高
級
の
品
種
で
あ
る
佐

藤
錦
は
粒
も
大
き
く
と
て
も
甘

い
。
「
こ
の
コ
ッ
プ
を
種
で
満

杯
に
す
る
ぞ
」
「
日
の
当
た
る

所
の
方
が
美
味
し
い
」
な
ど

と
、
た
く
さ
ん
の
木
を
渡
り
歩

く
子
や
、
よ
り
甘
い
実
を
求
め

て
脚
立
に
上
る
人
も
お
り
、
皆

満
腹
旅
行
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。

【
北
原
康
博
通
信
員
】

六
月
十
日
（
日
）
、
昭
和

支
部
で
は
「
久
能
山
寿
司
バ

イ
キ
ン
グ
と
清
水
港
ミ
ニ
ク

ル

ー

ズ

に

焼

津

魚

セ

ン

タ
ー
」
へ
バ
ス
二
台
六
十
六

名
で
行
き
ま
し
た
。
前
の
日

か
ら
天
気
予
報
で
は
台
風
接

近
に
つ
き
雨
で
し
た
が
、
当

日
は
曇
り
で
、
御
器
所
か
ら

焼
津
ま
で
濡
れ
る
こ
と
も
な

く
助
か
り
ま
し
た
。

寿
司
バ
イ
キ
ン
グ
に
て
、

双
子
の
深
川
は
る
か
さ
ん
、

さ
や
か
さ
ん
六
歳
に
お
話
を
き

き
ま
し
た
。
「
お
寿
司
が
大
好

き
で
お
代
わ
り
し
て
い
ま
す
」

と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
焼
津
魚
セ
ン
タ
ー
で
は
新

鮮
な
商
品
を
求
め
て
、
皆
さ
ん

の
手
に
は
袋
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。帰

路
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
、
最
後
は
お
茶
と
ビ
ー
ル

を
「
じ
ゃ
ん
け
ん
」
で
き
め
、

最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

【
加
藤
明
美
通
信
員
】

中
村
支
部
主
婦
の
会
／
親
睦
会

守
山
支
部
／
馬
籠
宿
散
策
・
牛
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題
と
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

昭
和
支
部
／
久
能
山
寿
司
バ
イ
キ
ン
グ

と
焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー

会会
話話
もも
はは
ずず
むむ
ララ
ンン
チチ

ノノ
スス
タタ
ルル
ジジ
ーー
なな
世世
界界
をを
満満
喫喫

おお
寿寿
司司
をを
いい
っっ
ぱぱ
いい
おお
代代
わわ
りり

お寿司たくさんで幸せ 風情ある石畳を散策

美味しいね

上の方が甘いかな ボリューム満点美味しそうなのがズラリ



������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������

�������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������

（６）2018年（平成30年）7月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

源
泉
徴
収
・
年
末
調
整

講
習
会

七
月
十
日
（
火
）
は
、
源
泉

徴
収
の
納
期
の
特
例
（
半
年
ご

と
に
納
付
）
を
受
け
て
い
る
方

の
納
付
期
限
で
す
。
組
合
で

は
、
例
題
を
も
と
に
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
源
泉
徴
収
が
初
め

て
の
方
（
初
め
て
従
業
員
を

雇
っ
た
、
青
色
申
告
に
変
更
し

家
族
従
業
員
に
専
従
者
給
与
を

払
い
始
め
た
方
な
ど
）
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

七
月
四
日
（
水
）

午
前
十
時
～
正
午

白
色
申
告
講
習
会

し
っ
か
り
記
帳
し
て
い
な
け

れ
ば
各
経
費
等
が
認
め
ら
れ

ず
、
税
務
署
に
よ
る
概
算
経
費

で
再
計
算
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
二
〇
一
四
年
一
月
か

ら
、
所
得
三
百
万
円
以
下
の
小

零
細
な
事
業
所
に
も
記
帳
等
の

義
務
が
課
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
皆
さ
ん
に
月
々

の
仕
事
の
ま
と
め
や
税
額
計
算

が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
、
講

習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、

「
所
得
と
り
ま
と
め
帳
」
を
無

料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
白

色
申
告
講
習
会
で
は
、
所
得
と

り
ま
と
め
帳
を
使
っ
た
記
帳
の

仕
方
等
を
紹
介
し
ま
す
。

初
め
て
記
帳
を
さ
れ
る
方
や

不
慣
れ
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時

七
月
十
三
日
（
金
）

基
礎
編
・
記
帳
編
／

午
前
十
時
～
正
午

申
告
編
／
午
後
一
時
三
十
分

～
午
後
三
時
三
十
分

青
色
申
告
講
習
会

青
色
申
告
講
習
会
（
基
礎
編

／
特
別
控
除
十
万
円
）
で
は
、

所
得
と
り
ま
と
め
帳
を
使
っ
た

記
帳
の
仕
方
や
、
青
色
申
告
の

メ
リ
ッ
ト
等
を
紹
介
し
ま
す
。

所
得
が
高
く
家
族
従
業
員
が
い

る
場
合
、
青
色
申
告
が
有
利
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

八
月
二
十
四
日
（
金
）

午
前
十
時
～
正
午

複
式
簿
記
講
習
会

青
色
申
告
で
特
別
控
除
六
十

五
万
円
を
受
け
る
場
合
、
日
々

の
記
帳
を
「
複
式
簿
記
」
で
行

い
、
「
貸
借
対
照
表
」
を
作
成

し
、
添
付
す
る
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

例
年
二
月
初
め
か
ら
三
月
上

旬
に
か
け
て
行
う
税
金
申
告
学

習
会
に
お
い
て
、
特
別
控
除
六

十
五
万
円
を
受
け
よ
う
と
す
る

組
合
員
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
一
部
条
件
を
満
た
し
て
い

な
い
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。そ

こ
で
組
合
で
は
、
特
別
控

除
六
十
五
万
円
を
受
け
ら
れ
る

方
の
た
め
に
、
日
々
の
記
帳
の

仕
方
や
決
算
処
理
の
講
習
会
を

四
回
に
分
け
て
開
催
い
た
し
ま

す
。ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
特
別
控
除
六
十
五
万

円
を
受
け
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
も
、
一
度
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時

Ⅰ
入
門
編
・
Ⅱ
仕
訳
編

八
月
二
十
四
日
（
金
）

午
後
一
時
三
十
分
～

午
後
三
時
三
十
分

Ⅲ
実
務
編

八
月
三
十
一
日
（
金
）

午
前
十
時
～
正
午

Ⅳ
決
算
書
編

八
月
三
十
一
日
（
金
）

午
後
一
時
三
十
分
～

午
後
三
時
三
十
分

※
会
場
は
全
て
全
建
愛
知
会
館

に
な
り
ま
す
。

※
各
講
習
会
に
は
、
筆
記
用

具
・
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合

税
金
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

節節
税税
のの
たた
めめ

賢賢
いい
納納
税税
者者
にに
なな
ろろ
うう

全全建建愛愛知知NNPPOO法法人人主主催催

各各種種作作業業主主任任者者技技能能講講習習開開催催
ぜぜひひ、、受受講講ししててくくだだささいい

全建愛知の作業主任者技能講習実施団体で、愛知労働局の登

録教習機関である「特定非営利活動法人 全愛知建設技術講習

センター」では、以下の日程で作業主任者技能講習を開催いた

します。

受講をご希望の方は、ぜひ、この機会に講習をお申し込みく

ださい。（組合員外の方でも、受講できます）

■足場の組立て等作業主任者技能講習
【登録番号 第１２９６号】

�日 程 ①平成３０年 ８月２９日（水）～３０日（木）

②平成３０年１２月１９日（水）～２０日（木）

�受講資格 ２１歳以上で、足場の組立て、解体又は変更に関

する作業に３年以上従事した経験者 等

■建築物等の鉄骨の組立て等作業主任者技能講習
【登録番号 第１２９９号】

�日 程 平成３０年 ９月１９日（水）～２０日（木）

�受講資格 ２１歳以上で、鉄骨の組立て、解体又は変更に関

する作業に３年以上従事した経験者 等

■型枠支保工の組立て等作業主任者技能講習
【登録番号 第１２９８号】

�日 程 平成３０年１０月１０日（水）～１１日（木）

�受講資格 ２１歳以上で、型枠支保工の組立て又は解体に関

する作業に３年以上従事した経験者 等

■石綿作業主任者技能講習
【登録番号 第１３１４号】

�日 程 平成３０年１１月１４日（水）～１５日（木）

�受講資格 １８歳以上の者

■木造建築物の組立て等作業主任者技能講習
【登録番号 第１２９７号】

�日 程 平成３１年 １月１５日（火）～１６日（水）

�受講資格 ２１歳以上で、木造建築物の組立て等の作業に３

年以上従事した経験者 等

※会場は全て全建愛知会館です。

※上記の講習は共通として、受講料１０，０００円（テキスト代含）。

一部講習免除者は８，０００円。

※受講希望の方は、各種作業主任者技能講習開催の２週間前ま

でに電話でお申し込みください。後日、申込書等をお送りし

ます。また、受講申込者が少数の場合、開催を中止すること

もありますのでご了承ください。

※申込・問合 全建愛知ＮＰＯ法人担当までご連絡ください。

税税
金金
講講
習習
会会
のの
おお
知知
らら
せせ

税税金金対対策策部部

共済福祉部 ご案内

団団体体セセッットト共共済済
～～ああななたたととごご家家族族ののたためめにに、、安安心心ををおお届届けけししまますす～～

全建愛知では全労済の『団体セット共済』を

取り扱っております。共済期間は10月１日か

ら翌年９月末日までの１年間で、年払・毎年更

新となります。

団体セット共済は次の２つからなる任意加入

の共済です。

①住まいる共済

（新火災共済・新自然災害共済）

「全労済の住まいる共済」は、新火災共済

と新自然災害共済を合わせた呼び名です。火

災・風水害・地震など、さまざまなリスクか

ら「住宅」と「家財」を守る保障です。

掛金が手頃なエコ住宅専用住まいる共済や

新登場のマンション専用プラン、リスクに応

じて選べる特約など、さらに保障が充実しま

した。

※保障対象となるのは、組合員さんの住居（住

宅部分）と家財です。事務所や作業場、店舗

は保障対象外になります。

②交通災害共済

年齢や健康状態に関わらず加入でき、交通

機関に関わる事故や道路上での不慮の事故を

直接の原因とした、死亡・障害・入通院に対

して共済金をお支払いします。

便利で安心な保障は自分自身で確保し、もし

もの時に備えましょう。

団体セット共済についてのお問い合わせ・資

料請求等は、共済福祉部までご連絡ください。

自動引落のお知らせ
今月の組合費等の自動引落日

は27日（金）です。26日（木）ま

でに、預金残高をご確認くださ

い。

尚、引落不能の場合は、下表

のとおり翌月

に延滞金が加

算されます。

ノーネクタイ実施
組合事務所では、５月1

日より10月31日まで、男

性書記局員を対象に「ノー

ネクタイ」を実施しており

ます。

組合員の皆さん、組合事

務所へご来局の際は、よろ

しくお願いいたします。

【
一
斉
積
立
金
の
残
高
通

知
発
送
の
お
知
ら
せ
】

一
斉
積
立
金
の
残
高
通
知

（
四
月
末
付
）
を
個
人
・
事
業
所

宛
て
に
一
斉
発
送
し
ま
し
た
。

【
積
立
状
況
の
お
知
ら

せ
に
つ
い
て
】

『
積
立
状
況
の
お
知
ら
せ
』

と
は
経
営
事
項
審
査
等
で
必
要

な
事
業
所
に
限
っ
て
、
任
意
で

積
立
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
あ
り
、
希
望
す
る
日
付
で

作
成
し
、
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
『
積
立
状
況
の
お
知

ら
せ
』
は
東
海
労
働
金
庫
で
証

明
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
組

合
で
把
握
し
て
い
る
残
高
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

一
斉
積
立
金
残
高
通
知
及
び

積
立
状
況
の
お
知
ら
せ
に
つ
い

て
は
総
務
課
経
理
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１カ月 300円
２カ月 800円
３カ月1,800円
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2018年（平成30年）7月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（７）

今
年
も
大

好
評
の
「
ナ

ガ

シ

マ

ス

パ

ー

ラ

ン

ド
」
と
「
ラ

グ
ー
ナ
テ
ン

ボ
ス
ラ
グ
ナ

シ
ア
」
の
特

別
割
引
券
を

配

布

し

ま

す
。こ

の
夏
は
、

お
得
な
特
別

割

引

券

を

使
っ
て
湯
あ

み
の
島
や
、

遊
園
地
・
プ

ー
ル
へ
出
か

け
る
の
も
よ

し
。
ま
た
、
海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ラ

グ
ー
ナ
テ
ン
ボ
ス
ラ
グ
ナ
シ
ア
」で
遊

ぶ
の
も
よ
し
、今
年
の
夏
も
楽
し
み
が

い
っ
ぱ
い
。

■
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

《
割
引
券
申
込
方
法
》

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
の
場
合

指
定
厚
生
施
設
補
助
券
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
組
合
本

部
事
務
所
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

（
�
�
０
５
２
―
６
５
３
―
０
１
８
１
）

電
話
申
込
の
場
合

必
要
申
込
枚
数
等
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
組
合
窓
口
へ
直
接
取
り
に
来

て
い
た
だ
い
て
も
Ｏ
Ｋ
）。

《
注
意
》

・
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割

引
券
の
お
申
込
は
一
回
の
み
と
な

り
ま
す
。

・
申
込
枚
数
は
、
最
大
で
組
合
員
と

同
居
の
家
族
の
人
数
分
と
な
り
ま

す
。

・
特
別
割
引
券
の
枚
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。

《
利
用
方
法
》

お
申
込
い
た
だ
い
た
枚
数
を
組
合
よ

り
発
送
い
た
し
ま
す
。
施
設
窓
口
で
割

引
券
と
割
引
料
金
を
支
払
い
、
入
場
し

て
く
だ
さ
い
。

《
利
用
期
間
と
料
金
》

平
成
三
十
年
六
月
三
十
日
～
九
月
二

十
四
日
ま
で
。
料
金
は
左
表
に
て
。

■
ラ
グ
ー
ナ
テ
ン
ボ
ス
ラ
グ
ナ
シ
ア

《
利
用
方
法
》

ラ
グ
ー
ナ
テ
ン
ボ
ス
ラ
グ
ナ
シ
ア
特

別
割
引
券
は
下
記
の
施
設
利
用
券
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
不
可
）。
同

居
の
家
族
が
五
名
以
上
で
不
足
の
際

は
、
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
利
用
期
間
と
料
金
》

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

有
効
。
五
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
】
共
済
福
祉
部
ま
で
。

港
支
部
／

住
宅
デ
ー
（
木
工
教
室
）

■
日
程

八
月
十
八
日
（
土
）
～

十
九
日
（
日
）

■
会
場

戸
田
川
こ
ど
も
ラ
ン
ド

旭
瀬
戸
支
部
／
プ
ロ
野
球
観
戦

■
日
程

七
月
一
日
（
日
）

■
会
場

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム

碧
海
支
部
／
日
本
海
さ
か
な
街
で

の
昼
食
と
恐
竜
博
物
館

■
日
程

七
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先

福
井
方
面

海
部
支
部
／
恋
路
ヶ
浜
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
メ
ロ
ン
狩
り
・
バ
イ
キ
ン
グ

（
健
康
体
力
づ
く
り
事
業
）

■
日
程

七
月
十
六
日
（
月
・
祝
）

■
行
先

渥
美
半
島

豊
橋
支
部
／

桟
敷
で
見
る
豊
橋
祇
園
花
火
大
会

■
日
程

七
月
二
十
一
日
（
土
）

■
集
合

豊
川
河
畔

午
後
五
時

津
島
支
部
／
石
和
温
泉
と
富
士
サ

フ
ァ
リ
パ
ー
ク

（
健
康
体
力
づ
く
り
事
業
）

■
日
程

七
月
二
十
一
日
（
土
）
～

二
十
二
日
（
日
）

■
行
先

石
和
温
泉
・
富
士
サ
フ

ァ
リ
パ
ー
ク

一
宮
支
部
／
か
つ
や
ま
恐
竜
の
森

散
策
と
博
物
館
見
学

（
健
康
体
力
づ
く
り
事
業
）

■
日
程

七
月
二
十
二
日
（
日
）

■
行
先

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

緑
支
部
／
よ
し
も
と
祇
園
花
月
で

生
の
お
笑
い
を
体
験

（
健
康
体
力
づ
く
り
事
業
）

■
日
程

八
月
二
十
六
日
（
日
）

■
行
先

祇
園
界
隈

中
村
支
部
壮
年
部
／
一
泊
旅
行

■
日
程

八
月
五
日
（
日
）
～

六
日
（
月
）

■
行
先

北
陸
方
面

■
会
費

一
万
五
千
円

■
申
込
・
問
合

山
崎
ま
で

℡
０
９
０
―
３
３
０
０
―
４
８
２
１

スス
タタ
ッッ
フフ
募募
集集
中中

株
式
会
社

ミ
ラ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア

■
所
在
地

名
古
屋
市
昭
和
区

■
職

種

電
気
工
事
士

■
年

令

六
十
歳
ま
で

■
資

格

普
通
自
動
車

（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

■
備

考

経
験
者
・
資
格
所
有

者
優
遇

通
勤
用
車
両
貸
与
の

場
合
あ
り

■
連
絡
先

浅
田
ま
で

℡
０
５
２
―
６
１
３
―
７
７
６
０

共済福祉部

お得な特別割引券配布中

～ナガシマスパーランド＆
ラグーナテンボスラグナシア～

ナガシマスパーランド・湯あみの島ご利用金額表

2018 ナガシマスパーランド
指定厚生施設補助券 申込書

太枠内をご記入ください

共共済済福福祉祉部部勉勉強強会会ののごご案案内内受講者募集

毎年、大好評の共済福祉部主催の勉強会

が今年も開催されます。

今年の勉強会は、司法書士・行政書士の

辻守氏と東海労働金庫名古屋東支店の入江

健一支店長を講師に迎え、『大規模自然災

害後の生活実態（二重ローン問題など）と

生活再建、ローン・各種保険等の取り扱い

と手続き方法等について』の勉強会を開催

します。

日本では、しばしば大きな自然災害が起

き、そのたびに貴重な人命が失われたり、

住まいや仕事場などに大きな損害を受けた

りしています。命は助かったとしても、自

然災害のために財産を失ったり収入の道を

一時的に断たれたりして、借りていた住宅

ローンや事業性ローンなどの返済ができな

くなるケースもあります。万一自分が被災

者になった時、少しでも生活や事業を再建

しやすいように基本的な役立つ情報を提供

します。

日本は、外国に比べて台風、大雨、大雪、

洪水、土砂災害、地震、津波、火山噴火等

の自然災害が発生しやすい国土です。いつ

自分が被災者になるかわかりませんが、万

一の時に役立つ機会になればと思います。

また、全建愛知で取り扱っている、『年

金共済まごころ』『国民年金基金』の制度

内容の説明も行います。

大切なご家庭を守ることにとても役立つ

勉強会に是非ご参加ください。

■日 時 平成30年11月10日（土）

午前９時30分～

午前11時30分

■場 所 全建愛知会館２階講習室

■会 費 無料

■定 員 80名（定員満了次第〆切）

■申込・問合 共済福祉部まで。

※申込は１回のみとなります。また、申込枚数は

最大で組合員と同居の家族の人数分となります。

【申請枚数】

※割引券については、普通郵便で発送いたします。
お手元に届くまでにはお時間がかかりますので、
お申し込みの際には余裕をもってお申し込みください。

【組合処理欄】

切切 りり 取取 りり 線線

2018年４月１日～
2019年３月31日

2018年４月１日～
2019年３月31日

2018年４月１日～
2019年３月31日

2018年４月１日～
2019年３月31日

□組合届出住所

□下記記載の住所

〒

- -

- -

組合員

氏 名

送付先

住 所

携帯No.

Ｆ Ａ Ｘ

枚

枚

枚

大 人（中学生以上）

小学生

幼 児（２歳以上）

担 当送付日処理日共済No.

特別価格
1,000円
4,000円
2,900円
5,500円
1,500円
500円
3,000円
2,000円
4,000円
900円
100円
1,600円
1,000円
2,200円
300円

一般価格
1,600円
5,000円
3,700円
6,400円
2,100円
1,000円
3,900円
2,700円
4,800円
1,300円
500円
2,300円
1,500円
2,800円
700円

種目
スパーランド入場券
パスポート

ジャンボ海水プール入場券
ワイドパスポート
湯あみの島入館券
スパーランド入場券
パスポート

ジャンボ海水プール入場券
ワイドパスポート
湯あみの島入館券
スパーランド入場券
パスポート

ジャンボ海水プール入場券
ワイドパスポート
湯あみの島入館券

大人
（中学生以上）

小学生

幼児
（２歳以上）

切切

りり

取取

りり

線線

※スパーランド・パスポート・ジャンボ海水プールの入場券にて入園後、「湯あみの島」
利用の場合は、別途料金が必要。

※上記料金は全て消費税込みです。利用券は団体でのご利用は出来ません。
※スパーランド入場券は、遊園地の入場のみ。（ジャンボ海水プール・湯あみの島入館不可）
※パスポートは、遊園地の入場及びのりもの乗り放題。（ジャンボ海水プール・湯あみの

島入館不可）
※ジャンボ海水プール入場券は、ジャンボ海水プール・遊園地の入場可。（湯あみの島入

館不可）
※ワイドパスポートは、ジャンボ海水プール・遊園地の入場及びのりもの乗り放題。（湯

あみの島入館不可）
※湯あみの島入館券は、遊園地の入場可。（ジャンボ海水プール入場不可）
※パスポート・ワイドパスポートでは「ポケモンアドベンチャーキャンプ」及び「ちびっ

こひろば」は利用できません。
※ジャンボ海水プール内に、サンシェードの持ち込みは出来ません。
※名古屋アンパンマンこどもミュージアム＆パークは別途料金が必要です。
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（８）2018年（平成30年）7月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

◎
半
年
ご
と
に

四
月
（
私
）
と
十
月
（
主
人
）
、

誕
生
記
念
日
に
必
ず
二
人
で
旅

行
に
行
き
ま
す
。
今
回
は
大
井

川
Ｓ
Ｌ
と
焼
津
の
城
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で

す
。

【
守
山
区
／
椎
木
美
千
代
さ
ん
】

※
毎
回
楽
し
み
で
す
ね

◎
孫
と
元
気
に

梅
雨
前
線
が
南
に
あ
る
の
で

快
晴
で
す
。
孫
た
ち
と
小
牧
の

温
泉
プ
ー
ル
に
で
か
け
ま
す
。

少
し
は
体
力
づ
く
り
に
な
り
ま

す
か
ネ
。

【
春
日
井
市
／
中
村
定
義
さ
ん
】

※
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

◎
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た

暑
く
な
っ
て
き
て
蚊
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
寝
て
い
る
間
に

目
を
さ
さ
れ
起
き
た
ら
は
れ
て

ま
し
た
…
（
泣
）

【
中
村
区
／
澤
木
香
邑
さ
ん
】

※
寝
苦
し
い
時
期
に
な
り
ま
し
た

◎
夏
風
邪
に
注
意

肌
寒
い
日
が
続
い
た
と
思
え

ば
、
暑
い
日
が
あ
り
、
風
邪
を

ひ
い
た
ら
も
う
一
カ
月
、
ま
だ

咳
が
あ
り
ま
す
が
体
調
に
変
化

が
無
い
の
が
幸
い
で
す
。
も
う

あ
じ
さ
い
が
見
頃
、
出
か
け
る

の
を
控
え
、
畑
の
色
の
七
変
化

を
み
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
み

ん
な
夏
風
邪
に
気
を
付
け
て
下

さ
い
。

【
豊
橋
市
／
村
松
敏
秀
さ
ん
】

※
長
引
か
せ
な
い
よ
う
お
大
事
に

◎
無
け
れ
ば
い
い
の
に

早
く
も
梅
雨
入
り
だ
ー
っ
！

嫌
だ
。

【
南
区
／
浅
野
清
三
さ
ん
】

※
明
け
る
の
が
待
ち
遠
し
い

◎
こ
ん
な
に
か
わ
い
い
の
に
ね

今
年
初
め
て
子
猫
を
拾
い
ま

し
た
。
ポ
ス
タ
ー
に
の
っ
て
る

よ
う
な
か
わ
い
い
茶
ト
ラ
の

雄
。
自
営
の
事
務
所
の
ガ
ラ
ス

に
「
子
猫
飼
い
ま
せ
ん
か
」
と

貼
り
紙
を
し
て
ゲ
ー
ジ
の
中
に

子
猫
を
。
次
の
日
の
夕
方
、
も

う
も
ら
い
手
の
手
に
。
か
わ
い

い
と
す
ぐ
も
ら
い
手
が
み
つ
か

る
…
。
今
ま
で
二
十
匹
ぐ
ら
い

の
子
猫
を
こ
う
し
て
飼
い
主
を

探
し
て
、
も
ら
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

【
中
川
区
／
位
田
仁
美
さ
ん
】

※
元
気
に
育
っ
て
ね

◎
今
年
も
咲
い
て
く
れ
た

今
あ
じ
さ
い
が
各
地
で
見
ご

ろ
で
す
。
花
っ
て
正
直
で
す

ネ
。
時
期
に
な
る
と
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
の
で
す

ネ
。

【
豊
明
市
／
日
高
ユ
ミ
子
さ
ん
】

※
梅
雨
が
ち
ょ
っ
と
癒
や
さ
れ
ま
す

CCBBCCララジジオオ夏夏ままつつりり22001188
全全建建愛愛知知組組織織部部もも出出店店

７月28日（土）、29日（日）に 名

古屋市中区の久屋大通公園で CBC ラ

ジオ夏まつり2018が開催されます。

昨年は235,000人が来場（主催者発

表）した大きなイベントです。当日は、

ラジオパーソナリティやアーティスト

によるステージやラジオ番組ブース、

企業ブース、飲食コーナーなどがあ

り、ラジオを聴く方も聞かない方も、

子どもからお年寄りまで楽しめるイベ

ントです。

多くの人に全建愛知を知っていただ

く、若い組合員にも組合に親しんでい

ただくことを目的としてこの夏まつり

に全建愛知もブース出店します。午後

１時～午後９時までの間、会場でフェ

イスブックやツイッターなどの SNS

に「全建愛知」の文字を投稿していた

だいた方に無料でガラガラくじを引い

ていただき、景品をお渡しします。「東

京ディズニーリゾートやユニバーサル

スタジオジャパンのペア入場券」など

の豪華景品も準備しています。

また、箸づくり、水栓の取替え、モ

ザイクタイルアート、防犯ガラスたた

きといった体験コーナーもあります。

（時間帯により催事物が異なりま

す。）

夏休みの思い出作りに是非ご家族や

お友達とで遊びに来てください。

建建デデポポポポイインントトアアッッププキキャャンンペペーーンンににつついいてて
５月１日（火）～７月31日（火）の３ヵ月間、全建愛知春の組織拡大強化月

間に合わせ、会員制総合建材店「建デポ」と連携しキャンペーンを実施しています。

キャンペーン内容は、愛知県内の建デポ（東郷店・中村店・緑店・尾張旭店・

清須店の５店舗）で会計時に全建愛知の組合員手帳を呈示することにより、付与

されるポイントがさらに1％加算されます。

ただし、建デポでの会員登録を済ませた上で 「現金」または建デポが発行す

る「建デポビジネスクレジットカード」で支払いをした場合のみ対象となります

ので、ご注意ください。

厚生労働省による ５月～９月

SSTTOOPP！！熱熱中中症症ククーールルワワーーククキキャャンンペペーーンン
――職職場場ににおおけけるる熱熱中中症症死死亡亡ゼゼロロをを目目指指ししてて――

職場における熱中症で亡くなる人は、毎年全国で10人以上にのぼり、４日以上仕事を
休む人は、400人を超えています。厚生労働省では、「STOP！熱中症クールワークキャ
ンペーン」を展開し、職場での熱中症予防のための重点的な取組を進めています。各事業
所でも、事業者、労働者の皆さまのご協力のもと、熱中症予防に取組みましょう！

全全建建愛愛知知会会館館 剪剪定定業業者者募募集集
■剪 定 方 法 機械刈り

■剪 定 時 期 11月下旬～12月上旬

■契 約 期 間 原則５年間

■備 考 残処理、消毒含む

■申込・問合 会館管理委員会 担当まで

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
最
高
気
温
が
三
十
度
以
上
の
日

④
三
対
三
の
タ
イ
…
…

⑦
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
の
…
…
缶

⑧
最
低
気
温
が
二
十
五
度
以
上

の
夜

⑩
百
四
十
字
以
内
の
つ
ぶ
や
き

⑪
草
木
も
な
び
く
と
い
う
島

⑫
ス
イ
カ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ヘ
チ

マ
は
…
…
科
の
仲
間

⑬
…
…
乳
、
…
…
腐
、
…
…
苗

⑭
緑
に
茶
と
黒
が
入
っ
た
…
…
色

⑰
金
…
…
、
人
…
…
、
木
…
…

⑲
恋
人
た
ち
が
年
に
一
度
だ
け

会
う
と
い
う
伝
説
に
ち
な
む
日

㉒
夏
の
海
辺
に
よ
く
似
合
う
…

…
パ
ラ
ソ
ル

㉓
英
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
作
ら

れ
る
蒸
留
酒

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
花
札
。
鶴
に
…
…

②
弁
慶
が
背
負
っ
て
い
ま
し
た
ね

③
わ
ず
か
な
発
熱
で
す

④
人
気
の
俳
優
や
歌
手

⑤
わ
ざ
と
す
る
こ
と
で
す

⑥
ピ
ノ
キ
オ
は
人
形
職
人
ゼ

ペ
ッ
ト
が
作
っ
た
…
…
人
形

⑨
歌
「
学
生
時
代
」
で
礼
拝
堂

に
絡
ま
っ
て
い
た
の
は
？

⑪
沖

縄

の

方

言

で
「
ウ

ー

ジ
ー
」

⑫
ど
ん
ど
ん
上
が
る
、
…
…
上
り

⑮
苦
し
ま
ぎ
れ
に
放
屁
？

⑯
土
俵
際
の
…
…
か
ぶ
り
席

⑱
記
者
が
…
…
朝
駆
け
の
取
材

⑳
男
声
で
一
番
低
い
音
域

㉑
「
三
…
…
」
は
三
打
数
〇
安
打

■
応
募
方
法

①
問
題

の

答

え
②
〒
・
住

所
・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合

員
氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・

子
等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
七

月
九
日
（
月
）
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
�

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

■
当
選
者

内
倉

一
幸
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
八
月
号
の
原
稿
締
切

七
月
六
日
（
金
）

【
編
集
後
記
】

定
期
大
会
も
無
事
終
わ

り
、
今
年
も
下
半
期
に
突

入
。
早
速
、
全
国
の
機
関
紙

担
当
者
が
集
ま
る
教
宣
大
学

へ
行
っ
て
き
ま
す
。
今
回
は

写
真
コ
ー
ス
で
カ
メ
ラ
の
腕

を
磨
い
て
き
ま
す
。

○け

午後５時～午後９時

水栓の取替え体験

防犯ガラス体験

午後１時～午後５時

箸づくり体験

モザイクタイルアート

28日（土）

29日（日）

豪豪華華賞賞品品ををゲゲッットトししよようう‼‼
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